
いと 

 

 

もうしばらく感染症対策にご協力ください 
３学期が始まっても、新型コロナウイルス感染症の流行は予断を許さない状況が続いていま

す。また、今冬は、数年ぶりに季節性インフルエンザウイルス感

染症も流行りつつあります。これらのことを受け、本校において

も、室内においてのマスク着用や丁寧な手洗いの励行、教室内の

常時換気など、２学期に引き続いて可能な限りの感染対策を行っ

ているところです。 

保護者の皆様におかれましても、毎日の体調確認やその記録提

出などにこれまでと同様のご理解とご協力を賜りますようお願

いいたします。また、十分な換気を確保するために、暖房機と加

湿器を稼働させながら、これまでと同じく教室などの窓を開け続けています。ぜひ、温かい服を

着たりカイロを持ったりして登校するようお子様に声をかけてあげてください。 

なお、昨年の１２月に国の方針から黙食についての記述が削除され、十分な対策を講じれば給

食時に会話することもできるようになりました。しかし、本校においては、現在の市内感染状況

などを踏まえ、もうしばらく給食時の黙食を継続したいと考えています。（津市立小・中・義務

教育学校のほとんどが同様の対応を行っているようです。）このことにつきましても、格別のご

理解とご協力を賜りますようお願いいたします。 

 

新型コロナウイルス感染症の流行に伴う対応について 
今後の教育活動などについて、さらに活動自体の中止を含めた大幅な変更も迫られる可能性があ

ることを踏まえながら、保護者の皆様に来訪していただいたり支度していただいたりすることなど

を伴う行事の主な予定を次のとおりに決めました。ご理解とご協力を賜りますようお願いいたしま

す。 
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学校から家庭と地域の皆様へ 

●２月２４日（金）に開催する「６年生を送る会」の参加者を児童のみに限定します。な

お、これを津市 e-Learningを活用して保護者の皆様に配信することも、各学級の使用

する楽曲が著作権を有しているなどの理由から実施することがかないませんでした。

ご了知ください。 

●お子様の学校生活を観ていただく機会が減少していることなどを受け、２月１４日

（火）の第２・３限に通常の「授業参観」を設定しました。詳細は、過日に配付した保

護者宛て文書などをお読みください。 

●３月１７日（金）に挙行する「卒業証書授与式」の参加者を６年の児童とその保護者（２

人まで）、学校運営協議会委員、教職員に限定します。詳細は、後日に配付する保護者

宛て文書などをお読みください。 



全国学校給食週間の取り組み 
 １月２４日（火）から１月３０日（月）は「全国学校給食週間」でした。給食提供の歴史や役割

を紹介します。 

日本の学校給食は、明治２２年（１８８９年）に、山形県鶴岡町（現・鶴岡市）の寺が設けた小

学校において提供された無料の昼食が始まりです。貧しくて弁当を持ってくることができなかった

子どもたちのために、寺の僧侶たちが近隣の民家に托鉢して食材などを集めました。献立は「おに

ぎりと塩鮭、漬物」だったそうです。 

昭和１７年（１９４２年）頃になると、小麦粉の団子などが入った「すいとん」が多く提供され

るようになりました。すいとんは、戦争が始まったことを受け、不足するようになった米飯などの

一般的な代用食です。その後に、戦争の長期化そして激化に伴って、給食自体が行われなくなりま

した。 

その再開は、昭和２１年（１９４６年）１２月２４日のことでした。子どもたちの栄養不足を解

消するために、諸外国に援助してもらった物資を使って行われ、初日の献立は「脱脂粉乳と味噌汁

のようなもの
．．．．．．

」だったそうです。また、最初から全ての自治体において実施することも難しく、東

京と神奈川、千葉の自治体が試験的に行う形式をとって始まりました。 

現在の給食は、子どもたちが適切な栄養を摂取することだけでなく、食についての正しい知識や

望ましい食習慣などを身に付けるよう実施しています。 

本年度は、全国学校給食週間にちなんで、次のような取り組みを行いました。 
 

【お話し給食の実施】 
１月２７日（金）にお話し給食を実施しました。子どもたちが

給食について興味や関心をもつよう、当日の献立にちなんだ絵

本の読み聞かせなどを行う取り組みです。本年度は、献立のカ

レーライスにちなんで、給食委員の子どもたちが作成した絵本

『のらねこぐんだん カレーライス』の朗読動画を学級毎に視聴

しました。子どもたちは、絵本に出てきた“さかなカレー”の味

や野良猫軍団の働きぶりに関心を寄せたり、それぞれの好きな

具材を披露し合ったりしていました。 
 

【日本発祥食などの提供】 
期間内の各日に、明治７年（１８７４年）に日本のパン店が考案した「あんぱん」を提供したり、

給食調理員が一つ一つを手作りする「つコロッケ」を出したりしました。また、ブラジルの家庭料

理「フェイジョアーダ」も提供しました。 
 

※１月２５日（水）に、昔の献立を紹介する「麦飯とすいとん、鮭の塩焼き、沢庵漬け、牛乳」を

提供する予定でしたが、大雪警報が発表されたことに伴って休校したため、実施することができ

ませんでした。本当に残念です。なお、当日の食材は、キャンセルしたり後日の献立に流用する

よう調整したりしました。お知りおきください。 

 

 多色（カラー）版の学校だよりを本校のウェブサイト【http://ednet.res-edu.ed.jp/s-fujimizu/】
に掲載しています。ぜひ、ご覧ください。 


